【薬局の構造設備（例）】
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・購入者等が容易に出入りできること。


・薬局であることが外観から明らかであること。





看板





○○薬局





　分包機


　








　調剤台








要指導・一般用医薬品販売を行わない時間帯は閉鎖する。


（シャッター・パーティション・チェーン等）





投薬カウンター
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1.2m




















　　医薬品棚








『要指導医薬品陳列区画』及び『第１類医薬品陳列区画』（要指導医薬品及び第１類医薬品の陳列設備から1.2m以内の範囲）に購入者等が進入できない措置が採られていること。


※鍵をかけた陳列設備又は購入者等が直接手の触れられない陳列設備に陳列する場合はこの限りではない。





要指導医薬品





透視面





　　第２類医薬品


　　





情報提供カウンター





第１類医薬品





　　　第３類医薬品


　　





毒薬庫





指定第２類医薬品





調剤室：6.6㎡以上





指定第２類医薬品





水剤





冷暗貯蔵設備








更衣室


休憩室





第２類医薬品





7m





要指導・第１類医薬品の販売を行わない時間帯は閉鎖する。（シャッター・パーティション・チェーン等）





薬局：19.8㎡以上


（付属設備を除く）





『指定第２類医薬品陳列設備』から7m以内の範囲に情報提供設備があること。


※鍵をかけた陳列設備又は1.2ｍ以内に購入者等が進入できない措置が採られている場合はこの限りではない。





(注)行き来するための扉等を設置しない。調剤室は通り道になってはいけない。





【特定販売を行う薬局】


営業時間のうち特定販売のみを行う時間がある場合：


⇒薬事監視を確実に行える仕組みを整備すること。


（テレビ電話、デジカメ+メール　等）


※特定販売を行う時間と開店時間が同じ場合はこの限りではない。








